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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

フォトニクス産業

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

PHOTONICS カナダのフォトニクス産業

カナダはフォトニクス（光工学）が最も進んだ国の一つである。フォトニクスは、情報通信、ラ
イフサイエンス、製造、コンシューマプロダクト、センサー、防衛、照明の高効率化、自動車、
航空宇宙など多岐の分野で応用され、世界全体で7,100億ドルの産業に成長したが※1、その中で
カナダでは、370のフォトニクス関連企業がおおよそ2万人を雇用し年間で約45億ドルを売り上
げている。カナダの労働力は高度な技能を持ち、その40％が研究開発（R&D）に従事している。
カナダで生産されるフォトニクス関連商品の実に85%が世界各地に輸出されており、カナダの
国際競争力は高い。

主な利点
研究開発：カナダは、フォトニクス分野の研究開発の投資に本腰を入れており、フォトニクス
事業に推定で年間1億5,000万ドルを投じている。フォトニクス施設への投資額は、2003年か
ら2005年の間3億ドルを超えた。

カナダでは、世界でわずか2つしかないフェムト秒（超高速）レーザー光の施設の1つ、
Advanced Laser Light Source（モントリオール）などの施設を通して、分子像などのプロジェ
クトで国際的な研究者との連携を図っている。カナダ西部最大の情報通信技術コンソーシアム、
TRラブズは、今までの特許の出願、取得件数が合計で95件、実用化した技術が合計で329を数
える。ケベック市にある国立光学研究所は、北米有数のNational Optics Instituteで、その特
許の件数は100近くに上る。

技術革新を奨励するため、カナダでは投資家を対象に、研究開発費の税額還付措置や減税措置
を国レベル、州レベルで実施している。カナダの「科学研究および試験的開発（SR & ED）」プロ
グラムは、G7諸国の中で最も手厚い税額還付策の1つで、投資を行った事業者は、経費のうち、
賃金、材料、機械類、装置、間接費など研究開発に関連する部分の税額の還付を受けることが
できる。

実用化：カナダに本拠を置く企業は、研究成果と革新技術の実用化で実績を上げている。その
良い例がOptecで、画期的な光学リモートセンシング・システム、ライダー（レーザーレーダー）
で火星の天気図を作成するという、ヨーク大学が行った先駆的なプロジェクトから1970年代に
誕生した。ほかにTeraXionも、ラバル大学が前年に開発した、40ギガビット／秒の可変分散ス
ロープ補償器を5,000台も出荷している。

The Canadian Photonics Fabrication Centre（CPFC）は、新応用技術の誕生から製品化ま
でのギャップを埋める、世界トップレベルの産業用施設を備えている。CPFCのプロトタイピ
ング・サービスを利用すれば、技術革新を推し進めながら、新技術への投資にともなうリスク
を軽減できる。

※：特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。
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カナダのフォトニクス産業では、
高度な技能を持つ、 

およそ2万人の従業員が働き、 
そのうちの40%が研究開発に　 

携わっている。 
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質的評価のスコア（0から10）

カナダ国内
カナダ以外

United States of America

Canada

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州には、フォトニクス関連企業が50社余りあり、
州の主要な３つの大学である、ブリティッシュ・コロンビア大学、サイモ
ンフレーザー大学（バンクーバー）、ビクトリア大学は緊密に連携している。
この専門技術、研究および施設が集まる中心地は、命令を受けて光学特性
を「スイッチ」する画期的な新材料を開発したスイッチ・マテリアルズな
どのスピンオフ企業と派生技術を輩出してきた。企業は、最先端設備を
誇るサイモンフレーザー大学の4Dラボで、最新材料やナノデバイスの
研究開発を進めることができる。ブリティッシュ・コロンビア州のフォ
トニクス企業は、照明・標識分野と、ソーラー発電など代替エネルギー
分野で活躍している。

アルバータ州
アルバータ州では、遠く離れた場所から漏れをモニタリングで
きる新開発の携帯型センサーなど、主力の石油・ガス部門向け
の、フォトニクスによるソリューションの開発を進めてきた。TR 
Labsとアルバータ大学のUltrafast Photonics and Nano-Optics 
Labでは、フォトニクスの研究を行っている。アルバータ州政府は
2020年までに、ナノテクノロジーに1億3,000万ドルの資金を投じ
て、ナノフォトニクスを経済で重要な役割を担うまでに成長させ、
200億ドルを生む新たな経済活動の実現を目指す。フォトニクス分野
では、National Institute for Nanotechnology（NINT）とAlberta 
Centre for Advanced Microsystems and Nanotechnology 
Products（ACAMP）が研究に積極的に取り組み、また、ナノテクノロ
ジー分野に関しては、州政府のナノアルバータ・チームが連携を支援して
いる。

ケベック州
ケベック市は1970年代以降、インスツルメンテーションから、
画像、視覚システム、光通信、高性能光ファイバーまで、フォ
トニック応用市場でトップの座を守ってきた。ケベック州のオ
プティクス・フォトニクス部門には、100を超える企業があって、

5,000人近くの専門家 を擁し、10億ドル近くの収入を上げ、そのう
ち70%がケベック市に集中している。

ケベック市は、世界有数の専門技術の拠点として知られ、なかでも国立光
学研究所は、1985年の創設以来、20を超えるスピンオフ企業を誕生させ
てきた。オプティクス・フォトニクス分野でカナダ最大の大学研究センター、
Centre d’optique photonique et laserや、技術の活用と技術革新に関
する課程を用意する18大学のネットワークを率いるCanadian Institute 
for Photonic Innovationsをはじめとする、世界トップレベルの8つのセ
ンターに支えられ、ケベック市は技術革新の先頭を走り続けている。

カナダの主なクラスター KEY CANADIAN CLUS

生活環境※4 
（上位都市）※1

際立つクオリティ・オブ・ライフ
物理学、工学など実験科学全般を網羅するノウハウと専門技術を企
業が必要とする、フォトニクスなどの専門性が高い分野では、事業
力を維持していく上で、世界的な人材と知識の確保が重要なポイン
トとなる。

Mercer’s Cost of Living、SperlingのCities Ranked & Ratedや、
Economist Intelligence Unitの生活の質指数など、どの国際的な尺
度でも、カナダの都市は最上位近くにランクされた。自然の美しさ、
比較的低い生活費、生活の質の高さを備えたカナダが、世界で最も
住みやすい場所に選ばれても何の不思議もない。カナダの都市が、
世界各地から若い新卒者と有能な海外赴任者を引き付けてきた理由
も、そこにある。

ビジネスをしやすい環境
安定した経済、国および地元開発局による支援、研究開発の奨励策、
営業許可の手続き、事業者を対象とした資金援助、プライバシーに
関する法規、情報セキュリティ、知的財産権。このすべてが、投資
先や海外進出先を選ぶ時の大切なポイントとなる

カナダでは、企業が投資し、成長することのできるビジネス環境の
整備に取り組んできた。事業を立ち上げる際に必要な手続が、米国
が6つであるのに対して、カナダはわずか2つしかなく、新規事業を
スタートさせやすい体制が整えられている。過去10年間、G7諸国の
なかで最も高いGDP成長率を誇り、かつ、しっかりとした銀行制度
が整備された※5カナダだからこそ、安心して事業投資を行い、驚異
的な成長を遂げことを可能にする、安定し、かつ、強固なビジネス
環境を提供し続けることができる。

一般的なビジネス環境
（上位都市）※1

人件費の低さ
典型的なフォトニクス研究開発事業の年間人件費（推定）の算出結果
から、カナダの対象地では、米国と比べて、大幅なコスト節減が可
能であることが明らかになった。

その最大の要因は、従業員の福利厚生費の低さ。カナダの医療制度
では、医療保険費のほとんどが、経営者の負担ではなく、公的資金
でまかなわれているため、経営者は大幅なコストの節減を図ること
ができる。

ケベック市とエドモントンはともに米国の全対象地に比べて人件費
が低く、バンクーバーとトロントでも、同規模の米国の都市よりも
人件費を抑えることができる。

推定年間人件費※3 
（上位都市）※1
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オンタリオ州
オンタリオ州は、フォトニクス産業の世界的な中心地で、州内にはフォトニ
クス分野の研究と実用化分野では世界でも有数の拠点として知られるオタワ
とトロントがあり、この2つのクラスターに本拠を置く関連企業は国内全体の
60%を超える。技術のもう1つの代表的な拠点ウォータールー地方にも、フォ
トニクス企業が数社ある。オンタリオ州のフォトニクス部門では何千人もの
高学歴者が働き、毎年、数学、工学、科学を専攻した新卒者が2万9,000人前
後入ってくる。

オタワ大学のCentre for Research in Photonicsやトロント大学Optical 
Technology Centreをはじめ、60を超える研究センターがあり、フォトニ
クス産業を支えている。最先端科学技術・知識の実用化に取り組むオンタリ
オ州には、インキュベーターや研究団地も多い。トロントのMaRS Centre、
オタワのLife Sciences Technology ParkならびにCanadian Photonics 
Fabrication Centre、University of Waterloo Research and Technology 
Parkをはじめ、事業者による革新と新製品の発売に拍車をかける活気に満ち
た環境が整っている。

オンタリオ州のフォトニクス業界からは、ファイバ・ブラッグ・グレーティ
ングを用いた光学素子や 波長分割多重向け集積光学素子から、量子閉
じ込め構造を用いたデバイスや超高速レーザーまで、世界をリードする
製品が数多く世に送り出されてきた。
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※3：Watson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Instituteのデータを基にしたIBM-PLIの算出値。　※4：Economic Research Instituteと
Mercer Cost of Living Indexを基にしたIBM-PLIの評価。　※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月。
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United States of America

Canada

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州には、フォトニクス関連企業が50社余りあり、
州の主要な３つの大学である、ブリティッシュ・コロンビア大学、サイモ
ンフレーザー大学（バンクーバー）、ビクトリア大学は緊密に連携している。
この専門技術、研究および施設が集まる中心地は、命令を受けて光学特性
を「スイッチ」する画期的な新材料を開発したスイッチ・マテリアルズな
どのスピンオフ企業と派生技術を輩出してきた。企業は、最先端設備を
誇るサイモンフレーザー大学の4Dラボで、最新材料やナノデバイスの
研究開発を進めることができる。ブリティッシュ・コロンビア州のフォ
トニクス企業は、照明・標識分野と、ソーラー発電など代替エネルギー
分野で活躍している。

アルバータ州
アルバータ州では、遠く離れた場所から漏れをモニタリングで
きる新開発の携帯型センサーなど、主力の石油・ガス部門向け
の、フォトニクスによるソリューションの開発を進めてきた。TR 
Labsとアルバータ大学のUltrafast Photonics and Nano-Optics 
Labでは、フォトニクスの研究を行っている。アルバータ州政府は
2020年までに、ナノテクノロジーに1億3,000万ドルの資金を投じ
て、ナノフォトニクスを経済で重要な役割を担うまでに成長させ、
200億ドルを生む新たな経済活動の実現を目指す。フォトニクス分野
では、National Institute for Nanotechnology（NINT）とAlberta 
Centre for Advanced Microsystems and Nanotechnology 
Products（ACAMP）が研究に積極的に取り組み、また、ナノテクノロ
ジー分野に関しては、州政府のナノアルバータ・チームが連携を支援して
いる。

ケベック州
ケベック市は1970年代以降、インスツルメンテーションから、
画像、視覚システム、光通信、高性能光ファイバーまで、フォ
トニック応用市場でトップの座を守ってきた。ケベック州のオ
プティクス・フォトニクス部門には、100を超える企業があって、

5,000人近くの専門家 を擁し、10億ドル近くの収入を上げ、そのう
ち70%がケベック市に集中している。

ケベック市は、世界有数の専門技術の拠点として知られ、なかでも国立光
学研究所は、1985年の創設以来、20を超えるスピンオフ企業を誕生させ
てきた。オプティクス・フォトニクス分野でカナダ最大の大学研究センター、
Centre d’optique photonique et laserや、技術の活用と技術革新に関
する課程を用意する18大学のネットワークを率いるCanadian Institute 
for Photonic Innovationsをはじめとする、世界トップレベルの8つのセ
ンターに支えられ、ケベック市は技術革新の先頭を走り続けている。

カナダの主なクラスター KEY CANADIAN CLUS

生活環境※4 
（上位都市）※1

際立つクオリティ・オブ・ライフ
物理学、工学など実験科学全般を網羅するノウハウと専門技術を企
業が必要とする、フォトニクスなどの専門性が高い分野では、事業
力を維持していく上で、世界的な人材と知識の確保が重要なポイン
トとなる。

Mercer’s Cost of Living、SperlingのCities Ranked & Ratedや、
Economist Intelligence Unitの生活の質指数など、どの国際的な尺
度でも、カナダの都市は最上位近くにランクされた。自然の美しさ、
比較的低い生活費、生活の質の高さを備えたカナダが、世界で最も
住みやすい場所に選ばれても何の不思議もない。カナダの都市が、
世界各地から若い新卒者と有能な海外赴任者を引き付けてきた理由
も、そこにある。

ビジネスをしやすい環境
安定した経済、国および地元開発局による支援、研究開発の奨励策、
営業許可の手続き、事業者を対象とした資金援助、プライバシーに
関する法規、情報セキュリティ、知的財産権。このすべてが、投資
先や海外進出先を選ぶ時の大切なポイントとなる

カナダでは、企業が投資し、成長することのできるビジネス環境の
整備に取り組んできた。事業を立ち上げる際に必要な手続が、米国
が6つであるのに対して、カナダはわずか2つしかなく、新規事業を
スタートさせやすい体制が整えられている。過去10年間、G7諸国の
なかで最も高いGDP成長率を誇り、かつ、しっかりとした銀行制度
が整備された※5カナダだからこそ、安心して事業投資を行い、驚異
的な成長を遂げことを可能にする、安定し、かつ、強固なビジネス
環境を提供し続けることができる。

一般的なビジネス環境
（上位都市）※1

人件費の低さ
典型的なフォトニクス研究開発事業の年間人件費（推定）の算出結果
から、カナダの対象地では、米国と比べて、大幅なコスト節減が可
能であることが明らかになった。

その最大の要因は、従業員の福利厚生費の低さ。カナダの医療制度
では、医療保険費のほとんどが、経営者の負担ではなく、公的資金
でまかなわれているため、経営者は大幅なコストの節減を図ること
ができる。

ケベック市とエドモントンはともに米国の全対象地に比べて人件費
が低く、バンクーバーとトロントでも、同規模の米国の都市よりも
人件費を抑えることができる。

推定年間人件費※3 
（上位都市）※1
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オンタリオ州
オンタリオ州は、フォトニクス産業の世界的な中心地で、州内にはフォトニ
クス分野の研究と実用化分野では世界でも有数の拠点として知られるオタワ
とトロントがあり、この2つのクラスターに本拠を置く関連企業は国内全体の
60%を超える。技術のもう1つの代表的な拠点ウォータールー地方にも、フォ
トニクス企業が数社ある。オンタリオ州のフォトニクス部門では何千人もの
高学歴者が働き、毎年、数学、工学、科学を専攻した新卒者が2万9,000人前
後入ってくる。

オタワ大学のCentre for Research in Photonicsやトロント大学Optical 
Technology Centreをはじめ、60を超える研究センターがあり、フォトニ
クス産業を支えている。最先端科学技術・知識の実用化に取り組むオンタリ
オ州には、インキュベーターや研究団地も多い。トロントのMaRS Centre、
オタワのLife Sciences Technology ParkならびにCanadian Photonics 
Fabrication Centre、University of Waterloo Research and Technology 
Parkをはじめ、事業者による革新と新製品の発売に拍車をかける活気に満ち
た環境が整っている。

オンタリオ州のフォトニクス業界からは、ファイバ・ブラッグ・グレーティ
ングを用いた光学素子や 波長分割多重向け集積光学素子から、量子閉
じ込め構造を用いたデバイスや超高速レーザーまで、世界をリードする
製品が数多く世に送り出されてきた。

CI
TY

 O
F 

QU
ÉB

EC

W
AT

ER
LO

O

※3：Watson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Instituteのデータを基にしたIBM-PLIの算出値。　※4：Economic Research Instituteと
Mercer Cost of Living Indexを基にしたIBM-PLIの評価。　※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月。
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投資先のベンチマーク
手法の説明
ここでは、カナダの様々なクラスターの競争力を、外国のクラスターと比べることで、ベンチマー
ク評価を行う。投資家の視点を基本として、代表的な投資のモデルプロジェクト（高精度光通信部品・
システムの研究、開発、製造に携わる事業―5ページのプロフィールを参照）を使って、調査、分析
を行い、対外投資の候補地を評価する際に、企業の意思決定者が通常精査する投資先の要件を評価
する。

今回の国際的な投資候補地のベンチマークは、世界的に有名な投資先調査コンサルティング会社
IBM-PLI IBM–Plant Location International （IBM-PLI）に委託して実施した。IBM-PLIが行った
のは、企業の投資プロジェクトで候補を審査する時に、投資家が用いるアプローチで、様々な場所
での事業運営のコストと質を比較・評価する調査。サブセクター別に、250から300項目の財務的、
質的な投資先指標を検討した。

各対象地の事業運営環境の質を評価するために、5ページの運営環境表にある各カテゴリーのサブ
要素別に、多彩な情報源からデータを集め、ウェイト付けスコアボード・アプローチで、サブカテ
ゴリー別、サブ要素別に比較可能なスコア（0から10まで）に換算している。投資先の各カテゴリー
と各サブ要素をウェイト付けし、場所の選定プロセスでの相対的な重要度を示した。この重みは、
各サブセクター固有の値で、場所の選定で戦略的決定を下す投資家の手助けをしてきたIBM-PLIの
経験に基づいたもの。

高度な財務分析も、代表的なプロジェクト・プロフィール別に、場所に左右される主な投資コスト、
営業費、収入を対象項目として実施した。10年間の予測キャッシュフローを、予想インフレ率を加
味して算出し、その正味現在価値を求めるとともに、ベンチマークの対象地別に、プロジェクトの
収益性を評価した。

INVESTMENT LOCA

4

世界の様々な場所で 
事業を運営した場合のコストと 
質の比較をベンチマークする 



投資先のベンチマーク
代表的なプロジェクトのプロフィール

事業の概要 

高精度光通信部品・システムの 
研究、開発および製造。

プロジェクト推進のための 
主要なポイント  

» 然るべき技能を持ったスタッ
フを確保できるか：エンジニ
ア、 博士号レベルの科学者、
技術者

» フォトニクス学科を設けた大
学が近くにあり、研究開発へ
のアクセスが可能か

» フォトニクス関連企業のクラ
スターがあるか

» 市場に近接しているか

労務 
（総員数＝105人）
電気・電子工学技術者： 

43人
電気・電子機器組立工： 

31人
機械工：7人
一般管理部門：4人
エンジニア：15人
材料科学者：5人

プロパティ 
土地：2エーカー 
（約2,448坪）
建物：47,344平方フィート 
（約1,331坪）

水道光熱 
電気（1ヵ月の使用量）：

17,043 kwh
水道（1日の使用量）：

15,000ガロン（約68.19立
方メートル）

営業費の分析   

プロジェクトの財務モデルの要件

5 ※：要素のカテゴリーの重要度 ̶ 対応する投資先要素は重要度順。

事業運営環境

一般的なビジネス環境 
» 5％※

» 資金援助・奨励策の有無　» 経済的・財政的安定性　» 個人情報保護に 
関する法令、情報セキュリティー、知的財産権の保護策の順守状況　 
» 政治的安定性　» 地方自治体・地元開発局による支援の質　 
» 営業許可の手続き 

地元で熟練スタッフを
採用できる可能性
» 30％※

» 製造関連を含め、光工学産業の経験を持つ従業員の存在　 
» 労働力プール全体の規模　» 学生の多さ　 
» 労働市場全体の逼迫状況（失業者数）

産業力／クラスターの存在
» 30％※

» 産業基盤の存在　» 研究開発の重要性　» 市場への近接性

労働と規制の弾力性 
» 5％※

» 労働時間に関する法規　» 雇用と解雇の自由度　» 就労許可　 
» 労使関係／労働組合の姿勢

インフラと通信
» 5％※

» 空路のアクセス　» ITと通信の質と安定性　» 電力供給の安定性　 
» ハイウェイ網と渋滞状況　» 公共交通機関

不動産
» 5％※

» 大規模な産業空間の有無

生活環境  
» 20％※

» 生活費　» 海外の新卒者を誘致できる魅力　» 海外赴任者にとっての魅力
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カナダの情報通信技術の中心地では、財務的に魅力のある事業の運営　 
環境が整っている。カナダの「老舗」フォトニクス産業クラスターには　 
大学、研究センター、事業者、専門家団体が集まり、世界をリード　 

するプロフォトニクス分野の知識と専門技術の宝庫と言える。 
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事業環境の質的評価※
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生活環境

不動産

インフラと通信

労働と規制の弾力性

産業／集積地の基盤

地元で熟練スタッフを
採用できる可能性

一般的なビジネス環境
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カナダのクラスターは、今回のベンチマーク評価の対象となった先進国
や北米の他の都市と比べ、コスト競争力が極めて高い。ケベック市、エ
ドモントン、ウォータールー地方はいずれも、コスト競争力で米国のす

べての対象地に勝り、大都市のなかでもバンクーバーとトロントは、同
規模の米国の都市を凌ぐ。すなわち、投資先にカナダを選べば、営業費
の著しい節減を図ることができる。

割安な営業費

フォトニクス分野の投資家に、カナダは質の面で非常に高い価値を提供
できる。IBM-PLIが行った運営環境の質的評価で、トロントは北米でトッ
プ、ケベック市、オタワ、バンクーバーなどの都市がトップ5入り、ウォー
タールーとエドモントンもトップ10入りを、それぞれ果たした。全体的
にこのように高いスコアを獲得できた最大の決め手は、カナダの魅力的

な生活環境にあり、これは、欠かせない専門的知識を持つ人材を、海外
から獲得する時に重要なポイントになる。カナダの都市は、熟練した人
材の有無、研究開発、クラスターの存在などの基本的な評価基準でも上
位にランクインしている。

豊富な選択肢

※：特に注記がなければ、グラフはIBM-PLIの評価スコア。

コスト評価※



カナダのバリュー・プロポジション
産業／クラスターの存在 
（上位都市）※1

産業基盤の強さ
電気機器メーカーや電気通信企業などの得意先に近いこと、フォト
ニクス関連企業の数、研究開発力。このすべてが、投資先候補を評
価する際に重要なポイントとなる。

カナダのフォトニクス部門は非常に充実している。カナダには、き
ちんと組織化された組合、官民共同研究、ビジネス・インキュベー
タとフォトニクス分野専門の研究機関のネットワークに支えられて、
活況を呈するフォトニクス産業とその関連産業のクラスターを持つ
都市が多い。

こうしたネットワークの一例がオタワにあるCanadian Photonics 
Fabrication Centreで、ベンチャー企業、中小企業、大企業、政府
系研究所や学界と連携して、光デバイスと光集積回路のプロトタイ
ピングや製造運転を行っている。

最先端の研究開発
研究開発費の総額、一流の大学研究所と、フォトニクス関連の特許
の実績。これらが、この分野でカナダの研究力がいかに優れている
かを物語っている。

成長を促すには、研究開発と技術革新が欠かせない。これを認識し
ているカナダでは、フォトニクス技術の用途が次々に生まれて数多
くの他の部門に恩恵をもたらし、また、年間数十億ドルを投じて、
投資家のために、世界で最も優秀な研究開発の人材とインフラの整
備を図っている。

ほかに、税優遇措置の「科学研究および試験的開発」奨励策や、各州
の税額控除措置があるので、企業は研究開発費の節減と、技術革新
の促進を図ることができる。カナダが2002年から2007年の5年間に、
光通信関連の新技術などで、290件を超える米国の特許を取得する
ことができた理由も、ここにある。

スタッフを採用できる可能性
（上位都市）※1

人材プールの層の厚さ
労働市場の規模と、経験豊かなエンジニア、物理学者、研究者の存
在が、研究開発業務の成否を決める。関連分野の学生の総数もまた、
高学歴の新人の供給源として大きな意味を持つ。

学歴の高さで世界トップにランクされた※2カナダは、高学歴かつ有能
で多様な人材の、他に例を見ない宝庫と言える。今回の評価で対象
となったカナダの地域では、フォトニクス部門に関係した技能を持
つ人材のプールが充実し、工学専攻の卒業生が不足する心配がない。
フォトニクスの研究ならびに設計に携わるエンジニアや個人事業者
が多いトロントとケベック市は、このカテゴリーにおいて北米でそ
れぞれ1位と3位に入っている。

研究開発 
（上位都市）※1
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※1：特に注記がなければ、グラフは IBM-PLIの評価スコア。　※2：IMD, World Competitiveness Yearbook 2007。
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Canada

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州には、フォトニクス関連企業が50社余りあり、
州の主要な３つの大学である、ブリティッシュ・コロンビア大学、サイモ
ンフレーザー大学（バンクーバー）、ビクトリア大学は緊密に連携している。
この専門技術、研究および施設が集まる中心地は、命令を受けて光学特性
を「スイッチ」する画期的な新材料を開発したスイッチ・マテリアルズな
どのスピンオフ企業と派生技術を輩出してきた。企業は、最先端設備を
誇るサイモンフレーザー大学の4Dラボで、最新材料やナノデバイスの
研究開発を進めることができる。ブリティッシュ・コロンビア州のフォ
トニクス企業は、照明・標識分野と、ソーラー発電など代替エネルギー
分野で活躍している。

アルバータ州
アルバータ州では、遠く離れた場所から漏れをモニタリングで
きる新開発の携帯型センサーなど、主力の石油・ガス部門向け
の、フォトニクスによるソリューションの開発を進めてきた。TR 
Labsとアルバータ大学のUltrafast Photonics and Nano-Optics 
Labでは、フォトニクスの研究を行っている。アルバータ州政府は
2020年までに、ナノテクノロジーに1億3,000万ドルの資金を投じ
て、ナノフォトニクスを経済で重要な役割を担うまでに成長させ、
200億ドルを生む新たな経済活動の実現を目指す。フォトニクス分野
では、National Institute for Nanotechnology（NINT）とAlberta 
Centre for Advanced Microsystems and Nanotechnology 
Products（ACAMP）が研究に積極的に取り組み、また、ナノテクノロ
ジー分野に関しては、州政府のナノアルバータ・チームが連携を支援して
いる。

ケベック州
ケベック市は1970年代以降、インスツルメンテーションから、
画像、視覚システム、光通信、高性能光ファイバーまで、フォ
トニック応用市場でトップの座を守ってきた。ケベック州のオ
プティクス・フォトニクス部門には、100を超える企業があって、

5,000人近くの専門家 を擁し、10億ドル近くの収入を上げ、そのう
ち70%がケベック市に集中している。

ケベック市は、世界有数の専門技術の拠点として知られ、なかでも国立光
学研究所は、1985年の創設以来、20を超えるスピンオフ企業を誕生させ
てきた。オプティクス・フォトニクス分野でカナダ最大の大学研究センター、
Centre d’optique photonique et laserや、技術の活用と技術革新に関
する課程を用意する18大学のネットワークを率いるCanadian Institute 
for Photonic Innovationsをはじめとする、世界トップレベルの8つのセ
ンターに支えられ、ケベック市は技術革新の先頭を走り続けている。

カナダの主なクラスター KEY CANADIAN CLUS

生活環境※4 
（上位都市）※1

際立つクオリティ・オブ・ライフ
物理学、工学など実験科学全般を網羅するノウハウと専門技術を企
業が必要とする、フォトニクスなどの専門性が高い分野では、事業
力を維持していく上で、世界的な人材と知識の確保が重要なポイン
トとなる。

Mercer’s Cost of Living、SperlingのCities Ranked & Ratedや、
Economist Intelligence Unitの生活の質指数など、どの国際的な尺
度でも、カナダの都市は最上位近くにランクされた。自然の美しさ、
比較的低い生活費、生活の質の高さを備えたカナダが、世界で最も
住みやすい場所に選ばれても何の不思議もない。カナダの都市が、
世界各地から若い新卒者と有能な海外赴任者を引き付けてきた理由
も、そこにある。

ビジネスをしやすい環境
安定した経済、国および地元開発局による支援、研究開発の奨励策、
営業許可の手続き、事業者を対象とした資金援助、プライバシーに
関する法規、情報セキュリティ、知的財産権。このすべてが、投資
先や海外進出先を選ぶ時の大切なポイントとなる

カナダでは、企業が投資し、成長することのできるビジネス環境の
整備に取り組んできた。事業を立ち上げる際に必要な手続が、米国
が6つであるのに対して、カナダはわずか2つしかなく、新規事業を
スタートさせやすい体制が整えられている。過去10年間、G7諸国の
なかで最も高いGDP成長率を誇り、かつ、しっかりとした銀行制度
が整備された※5カナダだからこそ、安心して事業投資を行い、驚異
的な成長を遂げことを可能にする、安定し、かつ、強固なビジネス
環境を提供し続けることができる。

一般的なビジネス環境
（上位都市）※1

人件費の低さ
典型的なフォトニクス研究開発事業の年間人件費（推定）の算出結果
から、カナダの対象地では、米国と比べて、大幅なコスト節減が可
能であることが明らかになった。

その最大の要因は、従業員の福利厚生費の低さ。カナダの医療制度
では、医療保険費のほとんどが、経営者の負担ではなく、公的資金
でまかなわれているため、経営者は大幅なコストの節減を図ること
ができる。

ケベック市とエドモントンはともに米国の全対象地に比べて人件費
が低く、バンクーバーとトロントでも、同規模の米国の都市よりも
人件費を抑えることができる。

推定年間人件費※3 
（上位都市）※1
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オンタリオ州
オンタリオ州は、フォトニクス産業の世界的な中心地で、州内にはフォトニ
クス分野の研究と実用化分野では世界でも有数の拠点として知られるオタワ
とトロントがあり、この2つのクラスターに本拠を置く関連企業は国内全体の
60%を超える。技術のもう1つの代表的な拠点ウォータールー地方にも、フォ
トニクス企業が数社ある。オンタリオ州のフォトニクス部門では何千人もの
高学歴者が働き、毎年、数学、工学、科学を専攻した新卒者が2万9,000人前
後入ってくる。

オタワ大学のCentre for Research in Photonicsやトロント大学Optical 
Technology Centreをはじめ、60を超える研究センターがあり、フォトニ
クス産業を支えている。最先端科学技術・知識の実用化に取り組むオンタリ
オ州には、インキュベーターや研究団地も多い。トロントのMaRS Centre、
オタワのLife Sciences Technology ParkならびにCanadian Photonics 
Fabrication Centre、University of Waterloo Research and Technology 
Parkをはじめ、事業者による革新と新製品の発売に拍車をかける活気に満ち
た環境が整っている。

オンタリオ州のフォトニクス業界からは、ファイバ・ブラッグ・グレーティ
ングを用いた光学素子や 波長分割多重向け集積光学素子から、量子閉
じ込め構造を用いたデバイスや超高速レーザーまで、世界をリードする
製品が数多く世に送り出されてきた。
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※3：Watson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Instituteのデータを基にしたIBM-PLIの算出値。　※4：Economic Research Instituteと
Mercer Cost of Living Indexを基にしたIBM-PLIの評価。　※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月。
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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

フォトニクス産業

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

PHOTONICS カナダのフォトニクス産業

カナダはフォトニクス（光工学）が最も進んだ国の一つである。フォトニクスは、情報通信、ラ
イフサイエンス、製造、コンシューマプロダクト、センサー、防衛、照明の高効率化、自動車、
航空宇宙など多岐の分野で応用され、世界全体で7,100億ドルの産業に成長したが※1、その中で
カナダでは、370のフォトニクス関連企業がおおよそ2万人を雇用し年間で約45億ドルを売り上
げている。カナダの労働力は高度な技能を持ち、その40％が研究開発（R&D）に従事している。
カナダで生産されるフォトニクス関連商品の実に85%が世界各地に輸出されており、カナダの
国際競争力は高い。

主な利点
研究開発：カナダは、フォトニクス分野の研究開発の投資に本腰を入れており、フォトニクス
事業に推定で年間1億5,000万ドルを投じている。フォトニクス施設への投資額は、2003年か
ら2005年の間3億ドルを超えた。

カナダでは、世界でわずか2つしかないフェムト秒（超高速）レーザー光の施設の1つ、
Advanced Laser Light Source（モントリオール）などの施設を通して、分子像などのプロジェ
クトで国際的な研究者との連携を図っている。カナダ西部最大の情報通信技術コンソーシアム、
TRラブズは、今までの特許の出願、取得件数が合計で95件、実用化した技術が合計で329を数
える。ケベック市にある国立光学研究所は、北米有数のNational Optics Instituteで、その特
許の件数は100近くに上る。

技術革新を奨励するため、カナダでは投資家を対象に、研究開発費の税額還付措置や減税措置
を国レベル、州レベルで実施している。カナダの「科学研究および試験的開発（SR & ED）」プロ
グラムは、G7諸国の中で最も手厚い税額還付策の1つで、投資を行った事業者は、経費のうち、
賃金、材料、機械類、装置、間接費など研究開発に関連する部分の税額の還付を受けることが
できる。

実用化：カナダに本拠を置く企業は、研究成果と革新技術の実用化で実績を上げている。その
良い例がOptecで、画期的な光学リモートセンシング・システム、ライダー（レーザーレーダー）
で火星の天気図を作成するという、ヨーク大学が行った先駆的なプロジェクトから1970年代に
誕生した。ほかにTeraXionも、ラバル大学が前年に開発した、40ギガビット／秒の可変分散ス
ロープ補償器を5,000台も出荷している。

The Canadian Photonics Fabrication Centre（CPFC）は、新応用技術の誕生から製品化ま
でのギャップを埋める、世界トップレベルの産業用施設を備えている。CPFCのプロトタイピ
ング・サービスを利用すれば、技術革新を推し進めながら、新技術への投資にともなうリスク
を軽減できる。

※：特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。

カナダの大手企業 

AVO Photonics

Boreal Laser Inc. 

BTI Systems 

Carmanah Technologies

Cyrium Technologies Inc. 
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Elcan Optical Technologies 

Enablence 

EXFO  

Group IV Semiconductor 

JDSUniphase 

Meriton Networks (Xtera)

MPB Technologies 

NxtPhase 

Optech 

TeraXion 

1

カナダのフォトニクス産業では、
高度な技能を持つ、 

およそ2万人の従業員が働き、 
そのうちの40%が研究開発に　 

携わっている。 
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